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 生活総合支援サービスを展開する HITOWA ホールディングスのグループ会社で、国内に 1,760 店舗（※1）を
持つハウスクリーニングチェーン「おそうじ本舗」を展開する HITOWA ライフパートナー株式会社（本社︓東京都港区 
代表取締役社長︓宮崎 洋平、※以下「当社」）では、2025 年 7 月 16 日（水）、東京都豊島区に「くらしスタイ
ル研究所 大塚ラボ」を開設します。当ラボは、「おそうじ本舗」の新サービス開発、洗浄効果のエビデンス取得・分析、掃
除用の機材や洗剤などの共同開発を担う企業内ラボです。これまで外部機関と連携して実施していた各種試験や検
証など、すべての工程をラボ内で実施できるよう、各種試験装置や機材を導入し、研究開発の効率化とクオリティアップ
を図っていきます。 

 
 
 「くらしスタイル研究所 大塚ラボ」では、汚れの成分分析試験、時間の経過による変化を短期間に確認する加速試
験、洗浄力評価試験、生分解性試験、コーティング評価試験など、洗浄技術に関連するさまざまな試験・分析を可能
にする専用機器を導入し、ラボ内ですべての工程を完結できる研究開発体制を整えました。 
 
当社はこれまでも、全国のお客様や 1,700 店舗を超える現場の声や要望をもとに、さまざまな企業や大学などと連携

して、業界初となる新サービスの開発や技術革新を行ってまいりました。いずれの場合も、これまで培ってきた知見を活か
しながら検証と実験を重ね、エビデンスをもとに機材や洗剤などを提案し、より使い勝手がよく、高品質な製品の共同開
発を行ってきました。 

 
～ くらしの中の多様な“汚れ”に科学の力で向き合う「おそうじ本舗」の研究開発拠点 ～ 

 
「おそうじ本舗」の新サービス開発、洗浄効果の実験・検証、 

洗剤の共同開発などに取り組む企業内ラボ 
 

「くらしスタイル研究所 大塚ラボ」 7月に開設︕ 
 

各種試験装置や機材を導入し、研究開発の効率化とスピードアップを図ります 
 



 

 
実績の例としては、「おそうじ本舗」で大変好評をいただいているサービスでもある、最先端技術の「ウルトラファインバブル」

（※2）による洗浄を採用したエアコンクリーニングサービスがあります。日常的に目にする泡よりも、きわめて微細な泡を
発生させる装置を搭載した高圧洗浄機は、機械メーカーと共同開発したものであり、その際に使う洗浄原液も、洗剤メ
ーカーと共同開発したものです。洗浄時間の短縮や洗剤・水の使用量の低減（※3）につながるこの洗浄原液と、この
洗浄原液を用いた洗浄方法については、特許も取得しています（特許第 7232958 号 エアコン用洗浄原液、洗浄
液及び洗浄方法）（※4）。 
 
当社は「くらしスタイル研究所 大塚ラボ」の開設により、科学的根拠に基づいた研究開発のスピードとクオリティをさらに

高めていきたいと考えています。生活環境における多様な汚れの洗浄技術やサービス品質を磨くことで、お客様満足のさ
らなる向上を目指します。また、ラボでの取り組みを起点に、より効果的で革新的な新商品・新サービスの開発にも積極
的に取り組み、「おそうじ本舗」の競争力強化につなげていきます。 
 
 
■「くらしスタイル研究所 大塚ラボ」 専任研究員 村上 佳奈子コメント 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（※1）2024 年 9 月末現在 
（※2）「ウルトラファインバブル」は一般社団法人ファインバブル産業会の登録商標です。 
（※3）従来の洗浄液を使用したウルトラファインバブルクリーニングとの当社比較。 
（※4）ご参考 https://www.osoujihonpo.com/info/news/2021-0601-01/ 
 
 
■ HITOWAライフパートナー株式会社 概要 
所在地︓〒108-6215 東京都港区港南 2-15-3 品川インターシティ C 棟 
TEL︓03-6632-7701（代）FAX︓03-6736-5591 
URL︓https://www.hitowa.com/life-partner/ 
設 立︓2015 年 7 月 
事業内容︓フランチャイズビジネスサービスの提供（「おそうじ本舗」、「KEiROW」、「靴専科」、等） 
代 表 者︓代表取締役社長 宮崎 洋平 
 
 
 

＜報道に関するお問い合わせ先＞ 
HITOWA ホールディングス株式会社  担当：広報企画部 横田 

TEL：03-6632-4929  ／  E-MAIL：pr-hd@hitowa.com 
 

 
 
 

私は現在、横浜国立大学の社会人博士課程に在籍し、洗浄や清掃の“見えにくい成
果”を科学的に定量化する研究に取り組んでいます。 
このたび自社にて研究ラボを新設し、現場の課題とアカデミックなアプローチをつなぐ体制
を構築しました。 
現場で生じる疑問に対して、迅速かつ継続的に実証と分析が行えることで、清掃品質
の可視化や標準化に一層貢献できると考えています。 
 

https://www.osoujihonpo.com/info/news/2021-0601-01/

